




















































































































































　

更生断面□3900×3880

既設断面□4129×4100

鳥 屋 野 排 水 区

No.7-4.40～No.6+2.20

鳥屋野幹線24-3管更生工事

数量計算書

令和7年3月

当　　初

SPR工法積算資料は、2023.4月版を採用している。
ＦＲＰﾊﾝﾄﾞﾚｲｱｯﾌﾟ技術・積算資料は、2022.4月版を採用している。



数量 単位 備考

管更生工 既設断面□4129×4100

更生断面□3900×3880

　製管材料

製管部材 SPR工法　 ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ#792SU 8846.07 m 直線用ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

内面被膜工

　製管工

製管工 47.65 m

嵌合部材溶接工 17 箇所

　裏込注入工

注入口取付工 1 スパン

支保工兼浮上防止工 47.65 m

注入工 77 m3

支保材損料 25 セット

注入用内部配管損料(A） 47.65 m

注入用内部配管損料(B） 47.65 m

　管口仕上工
流入管口切断ｼｰﾙ工 流入管断面積 0.64m2以下 1 箇所

ﾏﾝﾎｰﾙ口仕上工 製管端部 0 箇所

　機械器具損料 1 式

仮設備工

　製管設備工
製管設備設置撤去工 10 回

巻出しリング作成工 1 回

製管部材 SPR工法　 ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ#792SU 272.75 m 巻出しリング

　製管機据付・撤去工

製管機搬入組立工 1 回

製管機分解搬出工 1 回

　換気設備工

送風機運転 28.0 日 直工

5.0 日 ハンドレ

2.5 日 洗浄工・調査工

附帯工
足掛金物設置・撤去工 10 本

準備工

管内洗浄工・調査工 47.85 m

ＦＲＰハンドレイアップ工

更生管接続部 1 箇所

仮設工

交通誘導警備員 142.0 人・日 4人/日配置（交代含む）

名称 規 格

数量総括表



記号 名　　称 数　量 単　位 出典

基本条件
幅 4.129 m
高さ 4.100 m
ハンチ 0.3 m

L0 管更生延長合計 47.85 m
スパン１ 47.85 m

L 製管延長合計 47.65 m
スパン１ 47.85 m
上流管更生部との接続 -0.20 m FRPﾊﾝﾄﾞﾚｲｱｯﾌﾟ

プロファイル延長（PfL）
LS 製管延長（直線部） 47.65 m

LSU 製管延長（曲線部） 0.00 m
w 製管断面幅 3.900 m
h 製管断面高 3.880 m
R 製管曲ハンチ 0.6 m
D' プロファイル中心線延長 14.401 m 更正中心断面算出根拠

プロファイル中心断面積 14.805 m
2 更正中心断面算出根拠

プロファイル内周延長 14.302 m

S2 プロファイル内周断面積 14.577 m
2 更正内面算出根拠

製管部材① #792SU

W プロファイル幅 0.0792 m P66
プロファイル高 0.0317 m P66
巻出し延長 1.5 m P90
巻出しリング作成回数 1 回 P89

1日当たり製管延長
PfDL 1ドラム当たりプロファイル延長 500 m P67

D 1日当たりドラム使用数 2 巻 P89
使用製管機 3L型 P69

vp プロファイル送出速度 5 m/分 P69
E 作業効率 0.8 P70

支保工日数・裏込注入計算
E 支保工作業環境係数 0.8 P81
S 支保工1ｍ当り設置（撤去）時間 22.5 分/m P80
T1 準備時間 1 h/日 P80
T2 後片付時間 1 h/日 P80
Imu 裏込め使用量 11.23 m3/日 P83

Qday 1日当り注入量 10.8 m
3
/日 P83

RiA 更生管外空断面積 (プロファイル外側の断面積) 15.033 m
2 CAD計測による

PrA Pr部の注入面積    #792SU 938 mm
2 P75

⊿t 管口シールモルタル厚 (標準 0.05m) 0.05 m P74
鋼管パイプ日当り使用数量 54 本・日 P78
ビクトリックジョイント日当り使用数量 62 本・日 P78

注入口取付工・マンホール口仕上工・流入管口切断シール工計算

S1 既設管断面積 16.478 m
2 既設断面算出根拠

t マンホール口仕上厚さ 0.05 m P84
マンホール口（製管端部）仕上作業日数 2 日 P84
注入口取付日数　0.07m3以上 1 日/スパン P5,P76

流入管口切断シール工　0．64m
2
以下 0.5 日/箇所 P85

α1 供用日係数 1.9 R5.10～ 新潟

L' 作業孔（人孔等）直下から製管発進点までの距離 4.60 m
[前回工事区間}＋{本工事上流ﾊﾝﾄﾞﾚ区間}

製管工

段取替・支保材供用日数等計算

+ 4.4 + 0.2



記号 名　　称 数　量 単　位 出典

製管機械器具損料（詳細）
d 製管機械器具日当り運転時間 6 時間 P94

製管機使用台数 1 台 P94
油圧ユニット使用台数 1 台 P94
発動発電機使用台数 1 台 P94

管内洗浄工
L 管内洗浄延長 47.85 m
Ls 既設管周長 15.623 m 既設断面算出根拠

A 時間当たり管渠洗浄作業量 8 m/h P97

1m2当り使用水量 0.03 m
3
/m

2 P96

t 1m3当り給水時間 0.08 h/m
3 P96

l 給水場所との距離 1.3 km 現場～処理場

Q 高圧洗浄車タンク容量 2.5 m
3 P96

V 給水車移動速度 20 km/h P56
T 高圧洗浄車運転日当り運転時間 6.7 h/日 P96
T3 トンネル作業員数 4 人 P96

換気量計算
V 平均断面での風速 48 m/mim P52

交通誘導員計算
N 1現場当り交通誘導員数 4 人 3人×1.2(交代要員含む)

半日単位切上



番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

基本条件

既設管4,129×4,100

幅 4.129 m

高さ 4.100 m

ハンチ 0.30 m

製管延長 L ＝ 47.65 m

直線部 LS ＝ 47.65 m

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ計上延長 L1 ＝ L＋0.50×2（製管余長）
47.65＋0.50×2 48.65 m P68



番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

プロファイル延長（PfL）

製管延長（直線部） LS = 47.65 m

製管断面幅 ｗ = 3.900 m

製管断面高 ｈ = 3.880 m

製管曲ハンチ R = 0.6 m

製管部材① #792SU

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ幅 W = 0.0792 m P66

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ高 H = 0.0317 m P66

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ計上延長 L1 = 48.65 m

巻出し延長 1.5 m P90

巻出しﾘﾝｸﾞ作成回数 1 回 P89

プロファイル中心線延長 D 14.401 m 更正中心断面算出根拠

製管1m当りの
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 PfL1 = D×1（m）/W

14.401×1/0.0792 181.8308 m

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 PfL = 181.8308×48.65 8846.07 m

直線用ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ = 8846.07 m

巻出しﾘﾝｸﾞ作成用
調整ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 = PfL1×巻出し延長（m）

181.8308×1.5 272.75 m



番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

1日当り製管延長

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 PfL = 8846.07 m

1ﾄﾞﾗﾑ当り PfDL = 500 m P67
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長

1日当りﾄﾞﾗﾑ使用数 D = 2 巻 P89

使用製管機 3L型 P69

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ送出速度 vp = 5.0 m/分 P69

製管1m当りの
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 PfL1 = 181.8308 m

作業効率 E = 0.8 P70

必要ﾄﾞﾗﾑ数 drm = PfL/PfDL
8,846.07/500 18 巻 P89

製管日数 sday = drm/D＋1
18.00/2.00＋1 10 日 P89

製管設備設置
撤去回数 ｎ = drm/D＋1

18.00/2.00＋1 10 回 P89

溶接個所数 Jo = drm－1＋(ｎ－1) (ｎ－1):Dが整数の場合は計上しない
18.00－1 17 箇所 P73

製管速度 Vmin = vp/PfL1
5.0/181.8308 0.0275 m/分 P69

1日当り製管延長 Lday = 8（h/日）×60（min/h）×Vmin×E
= 480×0.0275×0.8 10.6 m/日 P70
= 10.56



番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

支保工日数・裏込注入計算

支保工作業環境係数 E = 0.8 P81

支保工設置撤去時間 S = 22.5 分/m P80

準備時間 T1 = 1 h/日 P80

後片付時間 T2 = 1 h/日 P80

既設管断面積 A = 16.478 m2 既設断面算出根拠

RiA = 15.033 m2 CAD計測による

Pr部の注入面積 PrA = 938.00 mm2 P75

管口シートモルタル厚 ⊿t = 0.05 m P74

1日当り注入量 Qday = 10.80 m3/日 P83

鋼管ﾊﾟｲﾌﾟ
日当り使用数量 54 本・日 P78

ﾋﾞｸﾄﾘｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ
日当り使用数量 62 本・日 P78

裏込注入延長 Lu = 製管延長(最長スパン） 47.65 m

支保工数量 Ns = Lu/2.0（m）＋1（ｾｯﾄ）
47.65/2＋1 25 セット P81及びP31

1日当り、支保設置
または撤去、延長 D ＝ ｛8（ｈ/日）－（T1＋T2）｝×60（min/h）/S×E

｛8－（1＋1）｝×60/22.5×0.8 12.8 m/日 P80

1日当り支保設置
撤去延長 Ds2 ＝ 12.8/2 6.4 m/日

支保工設置日数 ＝ Lu/D
スパン1 47.65/12.80 3.8 日 P5

支保工撤去日数 ＝ Lu/D
スパン1 47.65/12.80 4 日 P6

注入断面積 S1-1 = {(EA－RiA)+PrA×10^6×PrE}
{(16.478－15.033)+938×10^-6×181.831 1.616 m2 P74

裏込注入量 Q = S1-1×（製管延長ー⊿t×2）
1.616×（47.65ー0.05×2） 76.841 m3 P74

77 m3
裏込注入日数 = Q/Qday

76.841/10.80 8 日 P6

更生管外空断面積



番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

100m当たりの
支保設置日数 V1 = 100ｍ製管延長/D

= 100/12.80
= 7.9 7.9 日 P5

100m当たりの
支保撤去日数 V2 = 100ｍ製管延長/D

= 100/12.80
= 7.9 8 日 P6

V = V1 + V2
= 7.9 + 8.0
= 15.9 15.9 日

100m当たりの
裏込注入日数 = 100ｍ注入延長×注入断面積×α/Qday

100×1.616÷10.80 15 日

100m当たりの鋼管ﾊﾟｲﾌﾟ
及びﾋﾞｸﾄﾘｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ = 100ｍ当りの支保設置撤去日数＋100ｍ当りの裏込注入日数
必要日数

= 15.9＋15 30.9 日

100ｍ当りの注入用
内部配管必要量

鋼管ﾊﾟｲﾌﾟ = 54×30.9 1669 本・日 P78

ﾋﾞｸﾄﾘｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ = 62×30.9 1916 本・日 P78



番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

注入口取付工・マンホール口仕上工・流入管口切断シール工計算

既設管3900×3880
既設管断面積 S1 = 16.478 m2 既設断面算出根拠

製管断面積
S2 = 14.577 m2 更正内面算出根拠

厚さ ｔ = 0.05 m P84

ﾏﾝﾎｰﾙ口（製管端部）
仕上作業日数 = P84

流入管口切断ｼｰﾙ工 0.64m2以下 №6特殊人孔(内径900) 1 箇所 P85

0.64m2以下　 0.5 日/箇所 P86

流入管口切断ｼｰﾙ日数 = （トンネル世話役）×個所数
0.5×1（0.64m2以下） 1 日 P85

注入口取付工
ｼｰﾙﾓﾙﾀﾙ量

1スパン当たり V = （S1－S2）×ｼｰﾙﾓﾙﾀﾙ厚×上下流ﾏﾝﾎｰﾙ
= （16.478－14.577）×0.05×2 0.190 m3/スパン P76
=

注入口取付日数 = 0.190m3＞0.070m3 1 日/スパン P5,P76

0.1901

プロファイル内周断面積

流入管口切断1箇所当り仕上げ日数



番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

段取替・支保材共用日数等計算

共用日係数 α = 1.90 R5.10～ 新潟

段取替日数 ｄ = 注入口取付日数＋支保工設置日数
1＋3.8 5 P6

5－（1＋3.8） 0.20 日 P6

支保材供用日数 = （支保工設置日数＋支保工撤去日数＋注入日数）×α
（3.8＋4＋8）×1.90 30.02 日 P74

30.50 日 P74



番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

製管工歩掛計算

作業孔（人孔等）
直下から製管発進点
までの距離 L´ = [前回工事区間}＋{本工事上流ﾊﾝﾄﾞﾚ区間} 4.60 m

製管距離 L = 47.65 m

自由断面　製管機3L型 P72
トンネル世話役 1 人
トンネル特殊工 2 人
特殊作業員 3 人
普通作業員 3 人
トンネル作業員 α＋β

1＋0.3＝ 1.5 人
※端数0.1～0.5は0.5に切上、端数0.6～0.9は切上整数

α = L´/30（m/人）＋1
= 4.60/30＋1
= 1 人

※小数点以下切捨て

β = ｛（L＋L´）－（α×30）｝/30/2
= ｛（47.65＋4.6）－（1×30）｝/30/2
= 0.3 人

※小数点第２位切捨て

1.15

1.3

0.37



番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

製管機械器具損料（詳細）

製管機使用台数
3L型 1 台 P94

油圧ﾕﾆｯﾄ使用台数
15.0Kｗ 1 台 P94

発動発電機使用台数
60KVA 1 台 P94

運転日数(製管日数) ｎ = 10 日 P89

日当り運転時間 ｄ = 6 時間 P94

製管機 時間数量 = 使用台数×運転日数（製管日数）×日当り運転時間
1×10×6 60.00 時間 P93,94

供用日数量 = 使用台数×運転日数（製管日数）×供用日係数
1×10×1.9 19.00 日 P93,94

油圧ﾕﾆｯﾄ 時間数量 = 使用台数×運転日数（製管日数）×日当り運転時間
1×10×6 60.00 時間 P93,94

供用日数量 = 使用台数×運転日数（製管日数）×供用日係数
1×10×1.9 19.00 日 P93,94



番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

管内洗浄工計算

既設管周長 Ls = 15.623 m 既設断面算出根拠

管内洗浄延長 L = 47.85 m

時間当たり管渠
洗浄作業量 A = 8 m/h P97

1m2当り使用水量 0.03 m3/m2 P96

1m3当り給水時間 ｔ = 0.08 h/m3 P96

給水場所との距離 l = 1.3 km 現場～処理場

高圧洗浄タンク容量 Q = 2.5 m3 P96

給水車移動速度 V = 20 km/h P56

高圧洗浄車運転
日当り運転時間 T = 6.7 h/日 P96

ﾄﾝﾈﾙ作業員数 T3 = 4 人 P96

洗浄1m当り
使用水量 q = Ls×1（m）×1㎡当り使用水量

= 15.623×1×0.03 0.4687 m3/m P96
=

洗浄水全使用量 = q×L
0.4687×47.85 22.43 m3

給水回数 ｎ = L×q/Q
= 47.85×0.4687/2.5 9 回 P97
=

給水車運転時間 T2 = l×n（給水回数）×2(往復)×1/V
1.3×9×2×1/20 1.17 ｈ P97

高圧洗浄車
運転時間 T1 = L/A＋L×q×t

47.85/8＋47.85×0.4687×0.08 7.775 ｈ P96

管内洗浄工
作業日数 D1 = T1/T

= 7.775/6.7 2 日 P5
=

管渠洗浄工
ﾄﾝﾈﾙ世話役A = 1.0×T1/T

1.0×7.775/6.7 1.160 人 P95・96
ﾄﾝﾈﾙ特殊工B = 1.0×T1/T

1.0×7.775/6.7 1.160 人 P95・96
ﾄﾝﾈﾙ作業員C = T3×T1/T

4×7.775/6.7 4.642 人 P95・96
普通作業員D = 2.0×T1/T

2.0×7.775/6.7 2.321 人 P95・96

本管調査工計算 L = 47.85 m P60
既設管径1500mm以上　

m/日
作業日数 D1 = ÷

= 0.5 日

8.98

600
600

0.07975
47.85

0.4687

1.17



番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

換気量計算

平均断面での風速 V = 48 m/mim P52

管内洗浄工
作業日数 2 日

本管調査日数 0.5 日

製管日数 10 日

注入口取付日数 1 日

支保工設置日数 3.8 日

段取替日数 0.2 日

裏込注入日数 8 日

支保工撤去日数 4 日

FRPﾊﾝﾄﾞﾚｲｯﾌﾟ 5 日

管口仕上工日数 1 日

必要換気量
平均断面積 A 既設管断面積

16.478 m2

Q = A×V
16.478×48 791 m3/min P52

必要送風機 150/180（m3/min） 2 台 P52

送風機運転日数 N 35.5 日 P97・P51





番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

SPR用ハンドレイアップ工法　接合材料  (１か所)

プロファイル内周延長
上流側更生管 既設断面□4129×4100 14.302 m
下流側更生管 既設断面□4129×4100 14.302 m

平均周長 14.302 m

施工数量(箇所) 1 箇所 上流側

隙間（内側） l1 0.20×1箇所 0.20 m P25

SPR積層幅
片側0.2×2 0.2×2×1箇所 0.40 m P25

既設管断面積 16.478 m2

上流側更生管 既設断面□4129×4100 14.577 m2
下流側更生管 既設断面□4129×4100 14.577 m2

平均断面積 14.577 m2

日当り積層面積
作業高2201～ 2.4 m2/日 P26

積層幅 （1箇所当り）
L = 隙間＋SPR積層幅

0.20＋0.40 0.60 m P25

積層面積 （1箇所当り）
A = 積層幅×プロファイル内周延長

0.60×14.302 8.58 m2 P25

基本面積 （1箇所当り）
A = 積層面積×重ね代

8.58×1.2 10.30 m2 P25

主剤 （1箇所当り）
= 基本面積×5.25×1.2（ﾛｽ率）

10.30×5.25×1.2 64.89 kg P29

ｶﾞﾗｽﾏｯﾄ面積 （1箇所当り）
= 基本面積×積層数

10.30×3 30.90 m2 P29

ﾛｰﾋﾞﾝｸﾞｸﾛｽ面積 （1箇所当り）
= 基本面積×積層数

10.30×2 20.60 m2 P29

ｻｰﾌｨｽﾏｯﾄ面積 （1箇所当り）
= 基本面積×積層数

10.30×1 10.30 m2 P29

PVC用ﾌﾟﾗｲﾏｰ （1箇所当り）
= SPR積層幅×周長×1.05kg/m2×1.2(ﾛｽ率)

0.4×14.302×1.05×1.2 7.21 kg P29

ｺﾝｸﾘｰﾄ用ﾌﾟﾗｲﾏｰ （1箇所当り）
= 隙間×周長×1.05kg/m2×1.2(ﾛｽ率)

0.200×14.302×1.05×1.2 3.60 kg P29

硬化剤 （1箇所当り）
= （主剤＋PVC用ﾌﾟﾗｲﾏｰ＋ｺﾝｸﾘｰﾄ用ﾌﾟﾗｲﾏｰ）×2％

（64.89＋7.21＋3.60）×0.02 1.51 kg P29

プロファイル内周断面積
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番号 名　　称 記号 計　　算　　式 数量 単位 備考

顔料 （1箇所当り）
= 主材×2％

64.89×0.02 1.30 kg P29

ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ用
空気乾燥剤 （1箇所当り）

= 主材×0.4％
64.89×0.004 0.26 kg P29

モルタル量 = 隙間×（既設管断面積－プロファイル内周断面積）×ﾛｽ率
0.20×（16.478－14.577）×1.2 （1箇所当り） 0.5 m3

作業日数 = 基本面積×箇所数/日当り積層面積
10.30/2.4 （1箇所当り） 5 日 P26

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ運転時間 = 2時間/日×作業日数
2×5 （1箇所当り） 10 ｈ P26

仮締切工 1 箇所
1箇所当り

土のう工 内側
小口並べ 17袋/㎡当たり

直高＝1.20m
延長＝2.23m×2箇所＝4.46m
17袋/m2×1.20m×4.46m＝90.98袋

側面並べ 14袋/㎡当たり
直高＝1.20m
延長＝1.50m
14袋/m2×1.20m×1.50m＝25.2袋

合計 91+26＝117 117 袋

転用回数 1 回

中詰土 117袋×0.02m3/袋 2.3 m3
2.6 m3 ほぐし土

シート 24.74 m2

土のう積立・撤去 × × 箇所 234 袋

シート材料 24.74m2×1.11 27.5 m2

シート設置 × × 箇所 27.5 m2

水替工
水中ポンプ 工事用水中ポンプ(口径50mm、全揚程5.0ｍ) 1 基

27.5 1 1

(2.23m×4箇所+1.50m+2.60m+1.90m×4箇所)×1.20m

117 2 1
片側
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　数量用断面積及び更生断面図 1ｍ当り

既設断面積

更生断面□3900×3880

Ａ＝ 下記より ＝ 16.478 m2

Ｌ＝ 下記より ＝ 15.623 m

更生内径 下記より ＝ 14.805 m2

管更生周長 下記より ＝ 14.401 m

製管1m当りﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ使用量

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ中心長 ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ幅

ＰfＬ＝ 14.401 ／ 0.0792 ＝ 181.831 m

No.7-4.40～No.6+2.20

既設4129×4100 15.623 16.478

既設管 既設管周長 既設管断面積 梁控除後断面積

更生管 中心周長 中心断面積 内側周長

更生3900×3880 14.401 14.805 14.302 14.577

内側断面積 外側断面積

15.033


